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神奈川県鉄道輸送力増強促進会議　平成30年度　要望・回答

相模鉄道

Ⅰ　輸送力増強
１　新線・線増計画

番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　　答

(1) いずみ野線のツインシティ
方面への延伸

　ツインシティは、県央・湘南都市圏の南のゲートとして、全国との交流
連携の窓口を形成することを目指しております。そのためには、周辺都
市とのアクセス向上、横浜・藤沢方面への公共交通のネットワークの形
成が重要な要素と考えております。
　具体的な取組として、平成24年６月には、「いずみ野線延伸の実現に
向けた検討会」により、ツインシティまでの延伸をめざしつつ、慶應義塾
大学湘南藤沢キャンパス周辺までの区間を第一期区間とした、いずみ
野線延伸の検討結果を公表しました。また、平成24年10月には「いずみ
野線延伸連絡協議会」が発足し、関係者間で課題解決に向けた協議を
進めることとなりました。
　その後、平成28年４月の交通政策審議会答申第198号において、湘
南台から倉見までの延伸は、地域の成長に応じた鉄道ネットワークの充
実に資するプロジェクトの１つとして位置付けられました。
　さらに、平成29年５月には、「いずみ野線延伸連絡協議会」により、２つ
の駅の概ねの位置について、基本的な計画案をとりまとめました。
　こうした取組を受けて、平成29年11月には、検討組織の体制を強化し
た「いずみ野線延伸検討協議会」を設立し、関係者間で課題解決に向
けた協議を進めております。
　一方、沿線のまちづくりとして、藤沢市では、第一期区間における２つ
の新駅周辺のまちづくりに向けた取組について、平成28年３月に基本
計画を策定するとともに、平成28年11月には、第７回線引き見直しに係
る都市計画の変更が告示され、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス周辺
の「健康と文化の森地区」のうち、一部区域が市街化区域に編入されま
した。現在、周辺区域の市街化区域編入に向けて、住民との意見交換
やまちづくり事業の具体的な検討を進めているところです。
　このような状況を踏まえ、いずみ野線のツインシティ方面への延伸実
現に向けた検討を行うよう要望いたします。

  ご要望のツインシティ方面への延伸につきましては、当社も「いずみ野
線延伸検討協議会」に鉄道事業者の立場で参加し、関係者間において
事業実現に向けた検討を行っているとともに、延伸地域における需要創
出に向けたまちづくりの進捗状況についても理解しているところです。更
なる需要の創出に期待をするとともに今後も事業性の確保を大前提とし
て検討を進めてまいります。
　自治体におかれましても、上下分離方式の導入や、道路財源等を投
入する等、事業実現に向けた具体的整備手法等の確立を進めていただ
くことをお願い申し上げます。
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(2) いずみ野線の平塚への延
伸

　いずみ野線延伸については、ツインシティ方面までの延伸実現を目指
しつつ、平成21年３月に、平塚への工事施行認可申請期限の10年延長
が認可されていることから、湘南台駅から慶應義塾大学湘南藤沢キャン
パス周辺までの区間を端緒とし、平塚への延伸についても早期事業化
に取り組まれるよう要望いたします。

　いずみ野線の湘南台以遠への延伸につきましては、鉄道ネットワーク
の拡充および地域発展への観点から重要課題として認識しており、事
業性確保が大前提ですが、これまでと同様に区分延伸していく意思を
有しております。
　今後の神奈川東部方面線の開業や、延伸地域の市街化と環境の変
化が続く中で、事業収支に見合う需要がどう創出されていくかを見極め
たうえで、事業化の判断をしてまいります。

２　輸送計画の改善

番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　　答

(1) ＪＲ相模線への乗入れ 　ＪＲ相模線の利用者は年々増加しており、また、都市鉄道等利便増進
法に基づき現在事業中の神奈川東部方面線（相鉄・ＪＲ直通線、相鉄・
東急直通線）が開通すると、さらに利用者が増加すると見込まれておりま
す。
　ついては、シームレス化等、乗換え客の利便性向上のため、ＪＲ相模線
への乗入れを検討されるよう要望いたします。

　当社車両がＪＲ相模線へ乗り入れるためには、現在のJR 相模線が単
線構造であるため、運行面で大きな課題があるとともに、編成両数をは
じめ車両設備や駅設備等について乖離が大きいため、大規模かつ多額
の設備投資が必要になります。また、乗り入れを検討するに際し、新規
の輸送需要の発生が見込めない現状においては、事業採算性が確保
できないと考えられます。
　従いまして、現段階での乗入れは困難であると判断しております。
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(2) 小田急線への乗入れ 　厚木・愛甲地域（厚木市、愛川町及び清川村）の住民が横浜方面に移
動する頻度は、東京方面と同じく年間相当数あり、海老名駅での乗換え
に不便を感じております。
　また、関東有数の観光地である箱根や第４の国際観光地を目指す霊
峰大山地域を乗換えなしで結ぶ新たな交通ネットワークの構築は、社会
便益の向上及び新たな輸送需要の喚起につながるものです。
　現在、ＪＲ線、東急線との相互直通事業に伴う工事も進んでおり、また、
相模鉄道本線は、過去において本厚木駅まで乗り入れていた実績もあ
ることから、これを契機に、関係各社と連携して本厚木駅までの乗入れ
についてご検討されるよう要望いたします。
　本厚木駅は、乗り換えない関東大手私鉄駅乗降人員数がトップクラス
であると同時に、厚木市の昼夜間人口比率は115.6％であり、県内19市
中１位であります。これは、市内在住及び在勤、在学の多くの利用者が
あるものであり、横浜方面への往来も相当な数に上ります。
　よって、現在海老名駅止まりの相鉄本線が本厚木駅まで延伸されるこ
とで、本厚木駅利用者のみならず、県央・県西方面の住民の利便性が
飛躍的に向上します。
　また、さがみ縦貫道路等の高規格道路が完成したことで、県央地域の
産業集積がさらに進むことも確実であり、地域経済の活性化の観点か
ら、商工会議所などの経済界からも強い要望がありますので、本格的な
検討をお願いいたします。

　小田急線への乗り入れにつきましては、地域住民の方からのご要望を
はじめ、関係自治体からも多くの働きかけをいただいております。当社と
いたしましても、横浜市内と商業・工業・研究施設等の集積が進む神奈
川県央地域、あるいは関東有数の観光地である箱根地域とを乗換えな
しで結ぶ新たな交通ネットワークの構築は、社会便益の向上及び新たな
輸送需要の喚起につながるものと考えております。
　しかしながら、現状において、当社車両が小田急線に乗り入れるため
には、信号保安設備、車両設備及び駅設備等の改修を行うために大規
模かつ多額の設備投資と両社における運行ダイヤの調整が必要であ
り、現段階での乗入れは困難であると判断しております。
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(3) 横浜駅～海老名駅間の特
急電車の充実

　海老名市では平成27年10月、海老名駅西口土地区画整理事業によ
る、ららぽーと海老名のオープン等、海老名駅西口地区がまち開きされ
ました。また、海老名駅の東口と西口を結ぶ自由通路が供用開始され、
駅周辺の都市基盤整備が一層進み、今後も海老名駅鉄道利用者の大
幅な増加が見込まれます。
　ついては、現在、日中時間帯において特急電車を運行していますが、
利用者の利便性向上を図るため、他の時間帯における運行についても
充実されるよう要望いたします。

　当社におきましては、海老名駅周辺から横浜方面への速達性、サービ
スの向上等を鑑み、平成26 年春のダイヤ改正において日中時間帯（10
時台～15 時台）の特急列車の運転を開始しました。
　その後順次運行時間帯を拡大し、現在は平日の6 時台～１７時台、土
休日の6 時台～19 時台まで運行しております。
　今後は、相鉄・JR 直通線及び相鉄・東急直通線の開業に合わせ、速
達性及び利便性を更に向上させた運行計画を策定してまいります。

(4) 神奈川東部方面線の事業
推進

　神奈川東部方面線（相鉄・ＪＲ直通線、相鉄・東急直通線）について
は、速達性向上計画の認定を受け事業化しておりますが、本路線は東
京都心方面や新幹線駅である新横浜駅へのアクセス向上や、沿線のさ
らなる発展などに資することから、開業に向けて整備主体とともに確実に
事業を推進されるとともに、既存の鉄道ネットワークを活用した多方面へ
のアクセス向上の検討にあたっては、一層利便性の高い路線となるよ
う、関係鉄道事業者との調整を積極的に行うよう要望いたします。
　また、速達性向上のため、海老名駅から東京都心部方面への特急電
車の運転についても、あわせて検討していただくよう要望いたします。

　当社といたしましても、相鉄・ＪＲ直通線及び相鉄・東急直通線（神奈川
東部方面線）の早期開業を目指し、積極的に事業を推進しております。
　相鉄・ＪＲ直通線につきましては、いよいよ来年度（2019）下期の開業に
向けての準備が鋭意進められております。また、相鉄・東急直通線にお
きましても、2022 年度下期の開業を目指して各所で工事が進捗してお
ります。
　引き続き、整備主体である鉄道建設・運輸施設整備支援機構、相鉄・
JR 直通線の接続先である東日本旅客鉄道、相鉄・東急直通線の営業
主体である東京急行電鉄と協力して積極的に推進してまいりますので、
貴会議におかれましても、事業に対してご理解を賜り、ご協力をいただ
きますようお願い申し上げます。
　また、海老名駅から東京都心部方面への特急電車の運転につきまし
ては、直通線の効果を最大限に発揮することを念頭においた輸送計画
を策定してまいります。
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Ⅱ　利便性向上
１　新駅の設置

番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　　答

(1) 海老名駅～かしわ台駅間
への新駅の設置

　海老名駅～かしわ台駅間には住宅地が広がっており、また、現在、新
たな住宅地の開発も順次進められております。
　ついては、駅間が2.8kmと他駅間に比べて長いことからも、利用者の利
便性向上のため、新駅を設置されるよう要望いたします。

　現在、海老名駅総合改善事業（連携計画事業）におきまして、駅舎の
リニューアルとともに、北側改札口及び連絡通路の整備を進めており、
海老名駅～かしわ台間にお住まいの方の利便性向上が図られると考え
ております。
　一方で、海老名駅及びかしわ台駅の中間地点に新駅を設置すること
は、周辺地域が市街化調整区域であることと、交通利便性及び商業集
積が非常に高く、広域駅勢圏を有する海老名駅に隣接することになり、
新駅利用者は、海老名駅及びかしわ台駅を利用している既存利用者の
一部が転移するものと考えられ、新たな需要喚起が見込めず、運営費
用を賄うことが非常に困難であると考えられます。
　しかしながら、両駅間距離が2.8 ㎞と長いこと、海老名市北東部の交
通不便地域の解消に大きなメリットがあること等に鑑み、海老名市等によ
り、道路・駅前広場等の基盤整備、請願駅としての駅整備並びに新規の
輸送需要創出のための周辺地域の面開発等を実施いただけるのであ
れば、新駅の設置について協議を開始させていただきます。

２　駅施設等の整備

番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　　答

(1) 高齢者、障害者、乳幼児
連れの保護者等に配慮し
た駅施設の整備等

　「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフ
リー法）」に基づき、バリアフリー化について、整備を進めていただいて
いるところですが、「移動等円滑化の促進に関する基本方針」も踏まえ、
誰もがより安全かつ自由に駅を利用できるよう、引き続き、次の事項につ
いて、特段に配慮されるよう要望いたします。
　また、県内市町村において、バリアフリー法に基づく基本構想が作成
されている場合、当該基本構想に基づく公共交通特定事業計画の作成
及び移動等円滑化にかかる事業を推進し、整備にあたっては、高齢者・
障害者など駅利用者の意見を聞きながら進めるよう要望いたします。

　駅周辺におけるバリアフリー基本構想に基づく公共交通特定事業計
画の作成と共に、施設更新の際には、駅利用者の意見を踏まえながら、
引き続き推進に努めてまいります。
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(1) 要望事項は上記（続き） ①転落防止
　ホームからの転落や列車との接触防止対策として有効な、ホームドア
や可動式ホーム柵の設置について、2022年度までに相鉄線全駅に設
置すると回答していただいておりますが、市民の安全・安心に直結し１
日も早い整備完了が求められていますので、整備計画の前倒しをお願
いいたします。
　また、ホームドア・可動式ホーム柵が整備されるまでの間は、転落時の
対応として転落検知マットのさらなる設置、ＣＰラインの積極的な導入を
要望いたします。

②多機能トイレ等
　妊産婦・乳幼児連れの保護者が安心して利用出来るような施設（親子
トイレ、ベビーキープ付きトイレ、子どもサイズの便器・手洗い器・ベビー
ベッド、授乳室等）の整備を要望いたします。
　また、温水シャワー水栓付き汚物流し及び車いすを使用するオストメイ
トにも利用可能な高さ調整機能の導入、重度心身障害者も利用できるよ
う車いす対応トイレへの大人用ベッドの設置について要望いたします。

①可動式ホーム柵につきましては、横浜駅の設置が完了しており、2022
年度までに相鉄線全駅に設置してまいります。設置工事につきまして
は、ホームを補強する工事や定位置停止装置の工事を順次進めながら
となりますので、工程を精査して、一日も早い整備ができるよう努めてま
いります。
　転落検知マットは、駅ホームが比較的曲線の南万騎が原駅および緑
園都市駅に設置しており、この他の駅への設置につきましては、今後検
討を進めてまいります。
　CP ラインは、可動式ホーム柵設置までの暫定対策として、比較的利
用者の多い二俣川駅・大和駅・海老名駅・緑園都市駅に設置いたしまし
た。今後のＣＰラインの導入予定はなく、可動式ホーム柵の全駅整備を
鋭意進めてまいります。

②ベビーベッド若しくは大人用ベッドにつきましては、すべての駅に整
備済みです。（スペースに余裕のあるトイレには、大人用ベッドを設置し
ております。）
  ベビーキープは、スペース的に設置可能なトイレブース内に設置して
おり、手洗い器、子供用小便器は、スペースに余裕のある一部の駅に設
置しております。今後の整備は、スペースに余裕がある施設につきまし
て検討してまいります。
　温水シャワー水栓付き汚物流しにつきましては、一部の駅で整備済み
ですが今後も改良工事に合わせて順次整備していく予定です。オストメ
イトの高さ調整機能の導入につきましては、今後検討してまいります。
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(1) 要望事項は上記（続き） ③エレベーター、エスカレーター、ＡＥＤ等
　傷病者の収容に関しては、救急担架（奥行き2.0ｍ、幅0.6ｍ程度）を水
平に搬送することが望ましい傷病も多いため、救急担架を容易に収納で
きるエレベーターの設置の推進を要望いたします。なお、設置スペース
の制約により、設置まで長期間かかる場合は、当面の代替策（階段での
搬出時の駅職員協力体制の確保等）による対応をお願いいたします。
　加えて、ＡＥＤにつきましては、全25駅に設置いただいているところで
すが、ＡＥＤを的確に使用するため、駅員等への救命講習受講の促進
及び知識や技術維持のため定期的な再受講の促進を要望いたします。

④構内床仕上げ
　駅構内の床について、雨天時においても滑りにくい仕上げとするよう要
望いたします。

⑤車両等
　高齢者や障害者、乳幼児連れの保護者等がさらに利用しやすい新車
両の開発・導入の推進について要望いたします。

③救急担架を容易に収容できるエレベーターの設置につきましては、レ
イアウトや構造上、非常に困難と思われますが、今後の駅舎改良工事等
の機会を捉え検討してまいります。
　また、弊社では、全駅に設置しているＡＥＤ（自動体外式除細動器）の
取扱い等の心肺蘇生法を柱とした知識・技能有する「普通救命講習」を
駅係員をはじめとした全社員が講習を修了しているほか、定期的に再講
習を行っております。

④駅構内の床材につきましては、滑りにくいものを選定しており、今後も
継続してまいります。
　経年により滑りやすくなってしまっている場合は、タイル表面の薬品加
工等により滑りにくい状態としております。

⑤車両におきましては、バリアフリー化されております新型車両を順次
導入しており、2017年度以降製造の新車では、車イス、ベビーカー利用
等について全車両にフリースペースを設置しております。既存車両につ
きましても、車両代替により廃車する予定の車両を除き、既にバリアフ
リー化（ドア開方向案内チャイム、車内案内表示装置等）を完了しており
ます。
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'(1) 要望事項は上記（続き） ⑥案内表示
　視覚障害者が安全かつ円滑に移動できるよう、改札や階段、トイレ、昇
降施設等駅構内における音響音声案内装置の設置の推進、視覚障害
者用階段表示の整備を要望いたします。また、聴覚障害者の利便性向
上を図るための、車内行先電光表示板の設置の推進についても要望い
たします。
　加えて、構内にＡＥＤを設置して、急病人発生に備えていただいており
ますが、どこにＡＥＤが設置されているのかがわかりづらいという市民か
らの声が届いております。ＡＥＤが設置してある場所にはステッカー等が
貼られているのですが、設置場所まで近づかないと分からないのが現状
です。トイレへの誘導標識のように、ＡＥＤの設置場所がすぐに分かるよ
うな標識の設置や、駅構内図へのＡＥＤの設置場所の記載等を要望い
たします。

⑥当社では、視覚障害をお持ちの方が安全かつ円滑に移動できるよう、
全25 駅に点字案内表示板を設置しております。また、一部の駅に音響
音声案内装置を設置しておりますが、ご利用のお客様より、列車接近音
など他の音声と混同しやすいとのご意見もいただいておりますため、整
備につきましては、今後慎重に検討を進めてまいります。
　階段表示につきましては、引き続き、移動等円滑化整備ガイドラインに
則り、段鼻、踏面、蹴上げ部分がより識別しやすい階段の整備を進める
とともに、駅の大規模工事等の機会を捉え、現行の点字誘導経路がより
利用しやすいよう検討を進め、駅前広場等から公共道路との接続部
における視覚障害者誘導ブロックの整備が必要な駅においても、関係
行政等と調整のうえ整備を進めてまいります。
　車内行先電光表示板の設置につきましては、新型車両への代替や既
存車両の機器更新を進めており、順次設置をしていく予定です。
　駅構内のＡＥＤ設置場所は、改札窓口付近で統一しており、当社ホー
ムページや相鉄線アプリの駅構内図に記載しております。
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⑦人員対応
　高齢者や障害者、乳幼児連れの保護者等のエレベーター等利用時の
配慮、高齢者や障害者の行動特性を考慮した実践的な訓練の推進、利
用者へ声かけなどの心のバリアフリーの啓発について要望いたします。

⑦駅係員につきましては、お手伝いが必要なお客様に適切なご案内が
できるようサービス介助士資格を取得し、ご要望に応じてお客さまのお
手伝いをさせていただいております。また、集合研修では、ロールプレイ
ング手法を取り入れ、より実践的な研修を行うとともに積極的なお声かけ
や、相手の立場を考えた接客に努められるよう心のバリアフリーについ
ても啓発を続けております。平成28 年度（平成29 年3 月）には、障害者
差別解消法や認知症をお持ちのお客さまを正しく理解することをはじ
め、接客技術面のブラッシュアップを目的としたフォロアップ研修も展開
した他、今後は乗務員にも積極的に取得を推進してまいります。また、
「交通事業者向け接遇ガイドライン」に基づき、平成30 年度よりサービス
介助士フォローアップ研修に合わせ、心のバリアフリーの実践をより効果
的に進め、合理的配慮の提供を推進してまいります。なお、サービス介
助士資格取得等の情報につきましては、弊社ホームページなどを通じ
てご案内させていただいております。
　お客様へのマナー啓発につきましては、ポスターやデジタルサイネー
ジ、ホームページなどにおきまして機会を捉えて引き続き掲出してまいり
ます。

(2) 海老名駅北側改札口の事
業推進について

　かねてより要望している海老名駅北側改札口の整備等も含めた総合
的な施設整備について、国庫補助制度を活用して事業を推進している
ところです。
　海老名市では平成27年10月、海老名駅西口土地区画整理事業によ
る、ららぽーと海老名のオープン等、海老名駅西口地区がまち開きされ
ました。また、海老名駅の東口と西口を結ぶ自由通路が供用開始され、
今後も駅周辺の都市基盤整備が一層進み、海老名駅鉄道利用者の大
幅な増加が見込まれます。海老名駅の東西結節機能の強化など、海老
名市地域公共交通協議会での協議事項も反映し、総合的な施設整備
に向けて取り組まれるよう要望いたします。

　海老名駅西口地区土地区画整理事業に伴う、ららぽーと海老名の
オープン等による商業施設の来場者、就業者、周辺住居者による駅利
用者の大幅な増加や、海老名駅の東口と西口を結ぶ自由通路が供用
開始され、今後も駅周辺の都市基盤整備が一層進み、海老名駅鉄道利
用者の大幅な増加が見込まれる中、現状の駅構造のままでは、混雑悪
化による利用者の利便性、安全性に影響が出る事が懸念されます。
　また、鉄道により東西市街地が分断されていることから、駅へのアクセ
ス性も課題となっております。海老名市地域公共交通協議会でも継続し
て協議し、北側改札口の整備と並行して、連絡通路の整備等、総合的
な施設整備を進めております。
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Ⅲ　その他

番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　　答

(1) 自転車等駐車場用地の提
供等放置自転車対策の推
進

　近年、通勤・通学者の鉄道駅までの交通手段として、自転車や原動機
付自転車の利用が急増しており、駅前の歩道、車道、さらに周辺の道
路、空地にこれらの自転車等が放置され、歩行者の安全対策、車両交
通対策、また景観上から支障が大きくなっております。
　このような問題の解決及び利用者の利便性向上のため、各自治体で
は自転車放置禁止区域を指定し、放置自転車の移動作業を定期的に
行うとともに、自転車等駐車場の確保及び整備に努力しているところで
すが、貴社におかれても、駅周辺状況に応じて自転車等駐車場の整備
や用地の提供等について、引き続き特段のご協力、ご配慮をお願いい
たします。
　神奈川東部方面線との分岐駅となる西谷駅や、新設される羽沢横浜
国大駅についても取り組まれるよう要望いたします。
　なお、平成18年６月から改正道路交通法が施行され、自治体として
も、自動二輪車の駐車対策を早急に進める必要があるため、自転車や
原動機付自転車と同様に特段のご協力、ご配慮をお願いいたします。

　当社全25 駅中15 駅に自転車駐輪場が設置されております。このう
ち、直営自転車駐輪場は5 駅8 箇所（8,789 ㎡・5,151 台）、地方公共団
体に用地を提供している自転車駐輪場は6 駅7箇所（1,776 ㎡・1,570
台うち6 箇所は無償提供・1,403 台）、その他第三者に運営委託してい
る自転車駐輪場は7 駅12 箇所（2,916 ㎡・2,163 台）あり、総合計で27
箇所8,884 台が収容可能となっております。
　今後、引き続き積極的に自転車駐輪場設置に向け努力してまいりま
す。しかしながら、用地確保が最大の問題であり、駅舎下、高架下等の
鉄道用地の活用、既存駐輪場の増床等の検討を行っているものの、自
転車駐輪場のさらなる設置は非常に困難な状況であります。
　自転車駐輪場設置にあたり、一部の地方公共団体から補助金をいた
だいておりますが、すべての地方公共団体からご支援を頂けますようお
願いを申しあげるとともに、駅周辺で放置禁止区域と違法駐輪･放置自
転車禁止について、利用者へのモラル向上の啓発に努めていただきま
すようお願い申し上げます。

(2) 湘南台駅構内における多
言語での案内放送の実施

　東京2020オリンピック競技大会のセーリング競技が江の島で開催され
ることに伴い、今後さらなる外国人観光客の増加が見込まれます。
　湘南台駅については江の島への乗換駅であり、多くの外国人観光客
の利用が予想されるため、導入されているリアルタイム多言語通訳サー
ビスに加え、駅構内における多言語での案内放送を実施するよう要望い
たします。

　駅構内における多言語対応につきましては、リアルタイム多言語通訳
サービスに加え、ＡＩ通訳機を全駅に導入し多言語案内の充実化を図っ
ております。多言語での案内放送につきましては、案内サインにおける
多言語表記の拡充も含め、オリンピック開催及びその後の外国人観光
客等のご利用状況を鑑み、検討を行ってまいりたいと考えております。


